


































































































































































































































































4 地球温暖化対策の実施状況
重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名
A501 ビル所有者の対策や要請に協力

組織体制の整備

B1ol 自ら入手可能な情報に基づく把握
エネルギー等の
使用状況の把握

C1ol 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

運 用 対 策

省
エ
ネ
　　

ギ
I DI04 空調フィルターの清掃・点検

対
策設備保守対策

配101 高効率照明ランプの採用(屋内)

設備導入対策

4 地球温暖ヒ対策の実施状況

医績年度の目標達成の状況 鯉 目標達成した。 11

5 提出年度の地球温暖化対策の目標

特記事項に内容を記載

(日本工業規格A列4番



その 2 (表

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事業所等の名称日高屋 葛西臨海公園店

事 業 所 番 号 Ao 5 9 6 - o o 7

〒 1 3 4 一 0 0 8 6 区市 町村名=江戸川区

事業所等の所在地町名番雫臨海町6-3-崎 以“ 葛西臨海公園内
以

事業所等の延床面積 ・20.oo同 筆筆兎畿喝誓茅許婚鷺匡・年度分 □・年未満
所 有 形 態 口 自己所有 圃他者所有 =
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部(テナント) □ 建物の一部(その他)

報告範囲の主たる用途
鞭 墓
所 □商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)

口複合施設 □その他

是蒼炉端零義参奪間 4暫連鎖化事業区分 =圃直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=⑭ xo.o268) ① 35 kl

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑩) ② 61 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③;⑯)

③ 1 t

総 計 (④=②十③) ④ 62 t

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量 (⑥:②×1000/事業所等の延床面積)

⑥
508.3 kg‐C02/,,.2

3 二酸化炭素排出量等の内訳
推計 熱量 二酸化炭素排出量

燃料等の種別 の 単位 使用量 係数 (GJ) 排出 排出量敷1
使用 係数 (t)

⑥ ⑦ ⑧±(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩ =⑧×⑧×44′12

驚覇忍もの 旨塾璽313,55繋駕都 6og:38:81き 38:8
及 その他 (灯油 ) □ L O.0 36.70 0.0 0.019 0.0

　　　　 　 　　　
電
一般電気事業者 昼間 (8時~22 時) □ kWh o.0 9.9ゲ 0.0 0.382 0.0

気
からの買電 夜=…22時~翌日8時) □ k「Wh o,0 9.28 0.0 0,382 0,0

その他の買電(昼夜間不明の場合る治む。) □ kWh 80,122,0 9.76 ヴ82.0 0.382 30.6

規則第 5条の 17第 3項の場合のみなし値※2 kwb ⑩ 0,0 9.76 ⑪ 0.0 0.382 ⑭ 0.0

合 計 〆メーザーメタメーノメ W 1,391.9 ザメ〆′ ⑩ 61.5

そ 水道及び工業用水道 口 m3 1,852.o // デーメメ 0.200 0.4

他 公共下水道 口 m3 1,85Zo / 〆〆 # デー o.450 0.8

合計 メ メ メ メメメメメメダメ◎ 1,2
※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は

3 二酸ヒ炭素排出量等の内訳

※ 1 電気の使用、水道及び工 道の z の ・′び に公ノ、 く旭 への z′こ、リニ 麦 ′′;、 里 、

⑩=(⑥△ ,000)×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)△,000
⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

(日本工業規格A列4番)



4 地球温暖化対策の実施状況
重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名
A501 ビル所有者の対策や要請に協力

組織体制の整備

B1ol 自ら入手可能な情報に基づく把握
エネルギー等の
使用状況の把握

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

運 用 対 策

省
エ
ネ
　　

ず D・偲 空調“ルター 清掃,点検

対
策設備保守対策

E1ol 高効率照明ランプの採用(屋内)

設備導入対策

ー期 年度の目標達成の状況 1彊 目標達成した。 」1

特記事項に内容を記載

(日本工業規格A列4番)



その2 (活き)

地球温暖化対策報告書 (そのZ)
1 事業所等の概要

事業所等の名称日高屋 後楽園白山通店

事 業 所 番 号 Ao 5 9 6 - o o 7 6劃

〒 11 3 - O 0 3 3 区市 町村名豊文京区

事 業 所 等 の所 在 地 町 名 番
雫
本郷1-2o-4

以

事業所等の延床面積 ・24.22同 筆筆現畿窄繋覇 雷麗璽- 年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圏他者所有 =
報 告 範 囲 圏建物の全部 □ 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部(その他)

報告範囲の主たる用途
目覇
所 □商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)

□ 複合施設 □ その他

鯖 澱鴇事養鰯 間 4馨連鎖化事業区分際直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=⑭ xo.o258) ① 59 kl

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②二◎ ② 102 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑩)

③ 1 t

総 計 (④=②十③) ④ 103 t

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量 (⑥=② x looo/事業所等の延床面積)

⑥
821.1 kg‐C02/1 ヱ

3 二酸化炭素排出量等の内訳
推計 熱量 二酸化炭素排出量

燃料等の繊 i」 の 単位 使用量 係数 (GJ) 雛 排
辱
来ー

使 用 ⑥ ⑦ ⑧ ⑥ /,ooo)x⑦ ⑨ ⑩⑩ ×⑨×44′12

樽 覇 雇』 ) 目
Nm3 24,214‐7 46‐oo .'o89.ゲ o‐o14 55‐l
kg o.0 50.80 0.0 0.016 0.0

及 その他 (灯油 ) □ L O.0 36.70 0.0 0,019 0.0

繋 その他 O □ O.O
その他 () □ 0.0

裏-磐聯繋者嘗鼠算葛蔓…蓋帯に 総量1; 8:8驚 8:8
その他の買電(昼夜間不明の場合を含む。) □ kWrh 124,595,0 9.76 1,216.0 0,382 47.6

寿昆貝-」第 5条の 17第 3項の場合のみなし値※2 kVVh ② 0,0 9,76 49 0・0 0,382 ⑩ 0.○

合 計 一〆がーメーーメメーメメ /// ⑩ 2,3O5.7 - メーザーー≠〆ー⑩ io 念.7

そ 水道及び工業用水道 □ 2,288.o /// がザーザー o.200 0.5

舶 公 共下水道 □ 。。3 2,288・O ///- 〆メーメーメメ
メ
O.45O .,o

合計 がメ〆## 〆〆メガ ""#メガ #"#〆ず⑩ 1.5
※1電気の使用 水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、

3 二酸化炭

※ 1 コゴ気の 、7 道及 び工 旭の の ・び に公ハ く胆への くこ三つ二 0

⑬=(⑥/1,000)×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑩=(⑫/1,000)×⑨とする。

(日本工



4 地球温暖化対策の実施状況
重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握
エネルギー等の
使用状況の把握

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

運 用 対 策

省
エ
ネ
　　

ギ
I DI04 空調フィルターの清掃・点検

対
策 設備保守対策

B1ol 高効率照明ランプの採用(屋内)

設備導入対策

4 地球温暖ヒ対策の実施状況

1実績年度の目標達成の状況 =□目標達成した。 -ー

特記事項に内容を記載

(日本工業規格A列4番)



地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の名 称日高屋 亀有南口店

事 業 所 番 号 Ao 5 9 6 - o o 7 ヴ=

〒 1 2 5 一 0 0 6 1 区市 町村名=葛飾区

事 業 所 等 の所 在 地 町 名 番
雫
亀有3-7-11 鞠子運送ビル.F

以

事業所等の延床面積 鰯.39回 1筆現篭窄塾晴 蛋闇←・年度分 圃・年未満
所 有 形 態 ロ 自己所有 圏他者所有 冒
報 告 範 囲 口 建物の全部 園 建物の一部(テナント) □ 建物の一部(その他)

報告範囲の主たる用途目華
麗
所 □商業施設(物販) 圃商業施設(飲食)

□複合施設 口その他

鯖 ,堺轟参養雀奪醐 4=連鎖化事業区分ド直営店 □加盟店 □非該当

票年ら度のの楳変告更内寮融 璃 ~融 肌 4防水改修工事の為休業

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①-⑭ xo,。258)
W

54 M

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②。⑯)
②

92 t

二酸化炭素水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に ③ l t
排 出 量伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑩)

総 計 (④。②+③)
④

93 t

二酸化炭素燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た ⑥ 727.9kgC02/m2
排出原単位りの量 (⑥=②xlooo/事業所等の延床面積)

3 二酸化炭素排出量等の内訳
推計 熱量 二酸化炭素排出量

燃料等の種卸」 の 単位 使用量 係数 (GJ) 鰯 排挙亭敷i
使 用 ⑧ ⑦ ⑥⑥ /・ooo)x⑦ ⑧ ⑬‐⑧×⑨×44/12

辞 耀 』 ) 目
Nm3 17'961‐4 45‐oo 8o8‐3 o‐o14 4o‐9
kg o.0 50.80 0.0 0.016 0,0

及 その他 (灯油 ) □ L O.0 36.70 0,0 0,019 0.0

義 その他 O □ O.O
その他 () 口 0,0

要一鰯雲蕃者冨豊麗耀… 豊 8B綴 8:8凝議 8名
その他の買電(昼夜間不明の場合を含む。) □ kWrh 134,945.0 9.ツ6 1,31ゲ.1 0.382 51,5

規則第 5条の 17第 3項の場合のみなし値※2 kwh ② 0,0 9.76 W o.0 0,382 ⑨ 0,0

合 計 #" メメメメメ〆〆〆 W Z,125.3 "## 〆′ ⑩ 92.4

そ 水道及び工業用水道 口 m3 2,115.o ノ / ノ メデーメタ〆 o.200 0.4

電 公共下水道 □ m 3 2,115.o/ 〆 "ず〆 # o・4501 ・0
合計 ""〆#ずメメメが##ダダメメメ〆# ⑪ 1,4

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は※ 1 ゴ気 の 、z 胆 、エ ー 旭 の の 、′ 、こ宏ノ、 水 7岨へ の 水 こ、っ一 火 、 里

⑩=(⑥△ ,000)×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑬=(⑫△ ,000)×⑨とする。

(日本工業規格A列4番)



4 地球温暖化対策の実施状況
重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名
A501 ビル所有者の対策や要請に協力

組織体制の整備

B1ol 自ら入手可能な情報に基づく把握
エネルギー等の
使用状況の把握

C1ol 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

運 用 対 策

省
エ
ネ
　　

ギ
I DI04 空調フィルターの清掃・点検

対
策 設備保守対策

EIOI 高効率照明ランプの採用(屋内)

設備導入対策

4 地球温暖化対 の

1実績年度の目標達成の状況 =□目標達成した。 」1

特記事項に内容を記載

(日本工業規格A列綿酌


